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研究目的  

サッカーとフットサルでのルールはいろいろ

な面で違うが、フットサルはサッカーから生ま

れ競技として成り立っていった。5人制で行わ

れるフットサルはコートも狭く競技人数も少な

い。しかし、そのフットサルは1980年代にサッ

カーと引けを取らない人気となっている。また

近年若い人たちの間で人気が急上昇しているフ

ットサルだが、日本ではそのフットサルをはじ

める前にサッカーをファーストスポーツとして

経験している人が大多数である。またフットサ

ルのプロリーグであるFリーグもでき、これか

らフットサルはさらに人気を高めていくことが

予想される。そこでフットサルのレベルを上げ

るためにサッカーとフットサルでは何が違い、

どのようなプレーがそれぞれにあるのかという

ことを研究し、サッカーからフットサルに競技

変更した人がすぐにフットサルに慣れ、スムー

ズに競技変更ができるようにすることを目的と

しこの研究を行う。 

研究方法 

サッカーとフットサルの試合のビデオをそれ

ぞれ見て①トラップ、②かわす方法、③パス、

④タッチ数、⑤シュートの5つの観点に注目し

て、プレーの違いについて比較研究する。対象

チームはスペイン代表とスペインのそれぞれト

ップレベルのクラブチームでおこなう。 

研究結果 

トラップ技術に関して、サッカーではインサ

イドでのトラップが多かったがフットサルでは

足の裏のトラップがほとんどで全く違うもので

あった。かわす方法に関して、サッカーではス

ピードに乗った状態からかわすことが多かった

が、フットサルはスピードにのっていない状態

からかわすことが多かった。パスに関して、サ

ッカーと比べフットサルは浮き球を使ったパス

が明らかに少なかった。タッチ数に関して、サ

ッカーで２タッチは多いものの、１タッチも多

かった。それに対しフットサルは２タッチでの

プレーがほとんどで、１タッチプレーが考えて

いたより少なかった。シュートに関してはタッ

チ数が少ないシュートがどちらも多かった。ま

たヘディングシュートはサッカーでは多々見ら

れたがフットサルにはあまり見られず、フット

サルではつま先を使ったシュートが多かった。 

考察 

サッカーとフットサルではやはりコートが違

い、スペースの有無によってプレーの選択が大

きくかわっていると考えられる。またボールの

弾み具合やシューズの違いから正確差の違いが

生まれ、結果で出たようなプレーの選択になっ

たと考えられる。つまりフットサルはサッカー

の技術だけでは足りないと考えられる。 

まとめ 

サッカーからフットサルにスムーズに競技変

更する際は、５つの観点のみで考えると、足の

裏のトラップ、スピードにのっていない状態か

らのドリブル、グランダーの正確なパス、２タ

ッチプレーの速さ、フットサルのゲームの組み

立て方の動き、ダイレクトシュート、つま先で

のシュートに取り組む必要がある。 

これからのフットサル 

今現在フットサルは競技人口をどんどん増や

しフットサルは普及の面では飛躍的に発展して

きている。しかし日本のフットサルにはまだま

だ手軽さだけを持ち合わせた「遊び」の部分だ

けが先行しすぎ、競技のレベルの向上というと

ころではまだまだ足りていない。今後フットサ

ルが独自の文化を持ち、単独の競技として確立

していくために、指導者養成、地域リーグ充実、

全国リーグの充実、フットサル日本代表の強化

などを進めていく必要がある。 


